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1．はじめに 

 ヒト皮膚は，加齢や皮膚疾患などにより内部状態に変性が生じ，表面の分光反射率が変化する．

当研究室では，9層構造皮膚モデルに基づく光伝搬モンテカルロシミュレーション(MCS) 1)を用い

て，皮膚表面の分光反射率から皮膚組織パラメータの推定を行っている．さらに，各種ヒト皮膚

組織パラメータに対する大量の分光反射率を蓄積することでデータベース(DB)を構築し，その中

からヒト皮膚の実測分光反射率に一致するスペクトルをデータマイニング(DM)することで，ヒト

皮膚組織パラメータ推定の高速化と自動化を図っている．しかし，SOCS2)に収録された日本人女

性の分光反射率サンプル 459件に対して現状の DBで DMを試みても，一致条件(RMSE<1.0， 

ΔE<2.0)を満たさないサンプルがあるため充足率が 100%とならない．そこで一致条件を満たさな

いスペクトルを考察したところ，真皮の変性による影響を受けている可能性を見出したので，本

研究では真皮の変性 3)を考慮した DB を新たに構築し，充足率の向上を検討した． 

 

2．ヒト皮膚分光反射率 DBと DM 

 当研究室では，高速かつ自動で皮膚組織パラメータの推定を行うため，MCSを用いて様々なヒ

ト皮膚組織パラメータ値に対応する分光反射率を求め DB を構築している．DB を構築する際には

設定する基準パラメータ(吸収係数と散乱係数)を種々の変化で組み合わせてMCSを行うが，今回

は新たに真皮の変性パラメータも組み込むことで DB を構築する．この DB から実測の分光反射

率との RMSE が最小となるデータを 1 件抽出し，そのデータが一致条件を満たす場合，データに

紐づけされたパラメータを実測分光反射率のパラメータとして出力する DMを行い，皮膚組織パラメ

ータの推定を行う． 

 

 3．検討結果 

Fig.1 に従来の DB の分光反射率（約 68 万件）を，Fig.2 に真

皮の変性を考慮した新しい DB の分光反射率（約 22 万件）を

各々LAB 色空間に変換した a*b*分布を示す．両グラフには

SOCS に収録されているサンプルの分光反射率 459 件を重ねて

プロットしてある．このグラフから今回構築した DB は従来の

DB に比べて色域が拡大されており，SOCSのサンプル全ての色

域をカバーできていることがわかる． 
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Fig.1 Conventional type of DB. 

Fig.2 Proposed type of DB. 
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